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要旨
ホップ空間の高位ホモトピー結合性は菅原 [11] により最初に研究され，
後に Stasheff [10] は結合多面体 (associahedron) を構成することにより
菅原の定義を精密化し，An-空間の概念を導入している．また位相モノイ
ドの高位ホモトピー可換性の概念も菅原 [12] により最初に導入され，後
に Williams [13] は置換多面体 (permutohedron) を用いた定義を与えて
いる．
本講演の前半では，置換結合多面体 (permuto-associahedron) と Cn-空
間について説明する．置換結合多面体は置換多面体と結合多面体を合成
した多面体であり，Kapranov [5] により最初に構成され，後に Reiner-

Ziegler [9] により凸多面体としての再構成が行われている．また逸見-河
本 [3] は置換結合多面体を用いて Cn-空間と呼ばれるホップ空間の高位ホ
モトピー可換性の概念を導入しており，その応用として逸見-河本 [3], 河
本 [6] では，Hubbuck [4], Lin [7] のトーラス定理などを奇素数の場合や
無限次元空間の場合に一般化するための研究が行われている．
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Kapranov が置換結合多面体を構成したのとほぼ同時期に Bott-Taubes

[1] は単体 (simplex) と結合多面体を合成した周期多面体 (cyclohedron)

を構成し，Markl [8], Devadoss [2] らがその構造を詳しく研究している．
本講演の後半では，置換結合多面体の周期多面体による自然な分割につ
いて説明を行う．また周期多面体を用いて C ′

n-空間と呼ばれるホップ空間
の新たな高位ホモトピー可換性の概念を導入し，置換結合多面体の周期
多面体による分割を用いて Cn-空間 と C ′

n-空間の関係について調べる．
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